
当研修会は後日録画配信を予定しております 

※録画の状況により、録画配信が行われない場合も 

ございます。あらかじめご了承ください 

令和７年度 在宅歯科医療人材育成研修会のご案内 

【日 時】令和７年９月２０日(土)午後 4 時～午後 6 時 

【会 場】宮崎県歯科医師会館 

【対 象】歯科医師、スタッフ 

【参加費】無 料 

【主 催】宮崎県 宮崎県歯科医師会 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【次 第】 
 

１．開  会 （16:00 ～ 16:05） 
２．挨  拶 
３．研  修 （16:05 ～ 17:55） 

「理念に基づく２１世紀歯科医療の展開 ～認知症を例に要介護高齢者の在宅食
支援と健康観～」 
医療法人社団光生会陵南診療所 摂食リハビリステーション 嚥下部長          

日本大学歯学部 摂食機能療法学講座 特任教授  

植田 耕一郎 先生 

４．質疑応答 （17:55 ～ 18:00） 
５．閉  会 （18:00） 

 

【お問合わせ先】宮崎県歯科医師会 （担当：庶務課 島田・西森・湯浅） 

 TEL：0985-29-0055 ／ FAX：0985-22-6551 
 

【お申込み方法】９月５日（金）まで下記申込書を FAX にてお送りください。 
     

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 
 

◎9/20(土)開催:令和 7年度 在宅歯科医療人材育成研修会に出席します 
 

県歯会員氏名〔         〕    
※ご本人の参加の有無に関わらず、必ずご記入ください 

参 加 者 
○︕ 申込者（会員）
本人のみご出席の 
場合は、記載不要
です 

氏 名 職 種 合計 

     

 

名   

 

【日歯会員の方は、日歯生涯研修事業 IC カードをご持参ください】 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

お申込み先：宮崎県歯科医師会（FAX：０９８５－２２－６５５１） 

当研修会は、 

口腔管理体制強化加算 【口管強】 

［高齢者・小児の心身の特性に関する研修］ 

 ［認知症に関する研修］ 

在宅療養支援歯科診療所１及び２ 【歯援診】 

[高齢者の心身の特性（認知症に関する内容を含む）、口腔機能の管理に係る適切な研修] 

に該当します。 

※ 修了証の発行は 受講確認ができた方のみとします（歯科医師のみ） 

 



【 講 師 紹 介 】 

    

 

 

        医療法人社団光生会陵南診療所摂食リハビリステーション・嚥下部長 

                        日本大学歯学部摂食機能療法学講座・特任教授 

植 田  耕 一 郎 

【 講 師 略 歴 】 
1987 年 昭和 62 年 3 月 日本大学大学院歯学研究科修了（歯学博士取得） 

1987 年 昭和 62 年 4 月 日本大学歯学部助手 

1990 年 平成  2 年 6 月 東京都リハビリテーション病院 医員 

1999 年 平成 11 年 4 月 新潟大学歯学部加齢歯科学講座 助教授 

2004 年 平成 16 年 4 月 日本大学歯学部摂食機能療法学講座 教授  

2024 年 令和 6 年 4 月  日本大学歯学部摂食機能療法学講座  特任教授 

    同 上              医療法人社団光生会陵南診療所 摂食リハビリステーション 嚥下部長 

 愛知学院大学歯学部非常勤講師 

 奥羽大学客員教授 

 2015 年〜2021 年       日本摂食嚥下リハビリテーション学会理事長   

 

【 関連著書・ビデオ 】 

1．植田耕一郎：脳卒中患者の口腔ケア第 2 版，医歯薬出版，2015 年 

2．植田耕一郎：患者説明用・教育用ビデオ 要介護高齢者の摂食・嚥下リハビリテー 

ションと口腔ケア，デンタルダイアモンド社，2001 年． 

【一般書】植田耕一郎：「長生きは唾液で決まる」6 刷 講談社，東京，2014 年 

【小 説】瀬田裕平（ペンネーム）：命のワンスプーン，彩流社，東京，2021 年 

 

【 講 演 要 旨 】 

「理念に基づく 21 世紀歯科医療の展開 

〜認知症を例に要介護高齢者の在宅食支援と健康観〜」 

高齢化は、社会が成熟している証であり、むしろ世界に誇るべきことです。手にした長寿社会に見出され

たものは、認知症、癌、脳卒中であったりします。 

穏やかで、心豊かな人生を全うするために、本日は、認知症を例にしながら、健康について改めて検討い

たしたく存じます。 

1. 要介護高齢者の摂食機能に関する特徴 

2. 診療室を核にした高齢者への在宅支援 

3. 認知症の基本的な考え方 

4. 21 世紀 超高齢社会における健康観 歯科医療の役割 

「さっぱりした」「楽しい」「おいしい」といった瞬間こそが、生活する上での本質だと思います。それら

を積み重ねていくために、われわれ医療従事者はいかに生活支援ができるか、ご参加の先生がたと実践的な

話し合いの場となれば幸いです。 

 


